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2018春季要求書提出
過重労働対策の推進、安心して働ける非常勤制度の確立などを求め
モチベーションの向上は重要！再任用職員賃金の格付け・給料表構造の改悪を阻止しよう！

１．「働き方改革」に対する取組み
（１）過重労働対策
①労使協議の推進
昨年の県労連確定交渉において、長時間・過重労働の解消に向けて、任命権者ごとの労使協議の場が設置されることになりました。
これは、自治労県職労が強く求めてきたもので、早期の開始をめざします。
　協議では、「パソコンログデータ等により、職場ごとの実態について、労使で共通認識を持つ。」、「原因を労使で解明する。」、「原因に対応した改善策を検討する。」ことを基本に、労使で協議を進めます。
②人員確保闘争
　この間の闘いにより、昨年（2017年度配置）は急遽「時間外勤務を削減するため」として25人が増員されました。
　今年（2018年度配置）は職員定数の積算段階から「時間外勤務の削減」が一つの要素となり、その他の増要素も含め結果として74人の増員となりました。
　人員増の基調を維持したことは評価できますが、欠員補充、長時間・過重労働の解消にはまだまだ程遠い増員にすぎません。
　自治労県職労は、上記の労使協議の内容や組合員アンケート結果を踏まえ、支部・協議会とも連携して、人員確保闘争を進めます。
（２）多様な働き方に対する取組み
①テレワーク・サテライトオフィス
　2017年度から、テレワーク、サテライトオフィスが導入されました。
　職員の意思が十分反映されれば、ある程度のメリットはあると思われますが、仕事量が減らないままであれば、「隠れ残業」となりかねない危険もはらんでいます。運用状況を定期的に検証して行きます。
②柔軟な働き方等
　昨年の確定交渉において当局から次のとおり提案があり、「引き続き話し合う」ことになりました。

これに対して組合からは、「柔軟な勤務時間の割振変更は、必ずしも総労働時間の短縮につながらず、時間外勤務手当を減らす目的として利用される可能性が高いので容認できない。」として、継続課題となりました。
問題点としては、
①職員側の都合ではなく、使用者の業務都合で勤務割振が行われること
　「2日後の午前は、介護手続きあるから勤務時間をずらそう」という個人の都合ではなく、イベントや県民対応などの業務都合で勤務割振が変更されるので、当局が主張するような、ワークライフバランスに資することにはなりません。
②恒常的な超過勤務職場では、違法労働の温床となりかねないこと
　基本的に時間内に業務が終了するような職場で、本務である業務が、県民等の都合で夜間になったような場合は可能性がありますが、恒常的な超勤職場では、イベント等が入った場合、さらに残業が増えるか、勤務割振の変更によって勤務時間外となった時間帯に、実際には働かざるを得ないというような、違法労働の温床になりかねません。
③「本人同意」が本当に担保できるのか疑問なこと
いくら本人同意と言っても、所属長等から打診された若手職員が、本当に拒否することはできるでしょうか。
　当局は当初考えていた今年4月の実施はあきらめましたが、引き続きの協議となっています。問題点が克服されなければ、当局にとってはメリットのある「柔軟な」働き方かもしれませんが、職員にとっては「時間外勤務手当が減る」だけの制度であり、容認することはできません。

２．働く者の立場での「会計年度任用職員制度」の確立について
　地方公務員法、地方自治法が改正され、公務全体の非正規労働の位置付けや雇用、賃金・労働条件のベースが大きく変わります。
　神奈川県はこれまでも、国や他県を上回る賃金・労働条件を確保していますが、今回の制度改正を期に、雇用の安定に向けて前進させるとともに、更なる労働条件の改善をめざします。
　制度の構築にあたっては、2018年度中に交渉・協議を行う必要があります。そのためには何よりも当事者の結集が大事であり、次のとおり臨任・非常勤職員への制度周知、要求の確認を行います。
①法改正の内容説明…3月5～9日実施（本庁）
②要求アンケートの実施…4月
③改善要求の集約…5、6月
　※主要合庁での開催も検討します
３．再任用職員の賃金・労働条件を守り、向上させる取組み
　昨年の確定交渉において当局から次のとおり提案があり、「2018年9月を目途に話し合う」ことになりました。

（１）自治労県職労の見解
昨年までの交渉で、「再任用はフルタイムを基本とする。」「４級退職者は４級フルタイム、５級退職者は５級フルタイム」を提案したのは当局であり、労使で合意したものです。
実際の仕事も、副主幹と差異のない仕事をしており、当局の言うように、業務を区別することは困難です。
まして現在の再任用職員は、40歳前後の中堅職員が少ない中で、自らの仕事とともに若手の人材育成を担っている職員も少なくありません。
仕事が変わらないのに格付けを引き下げることは、明らかに労働条件の不利益変更であり到底容認できません。
（２）今後の取組み
　今年の9月を目途に、新年度早々に交渉が再開されます。
　「国や他県は２、３級格付けが多い」ことは事実ですが、「業務内容が現役とは異なる場合が多い」という情報もあります。
そこで、自治労のネットワークを活用して、全国の都道府県の調査を行います。
また、生活実態から反撃するために、再任用組合員の協力を得ながら、賃金・生活実態等の意見集約を行います。
４．賃金制度改悪を阻止する取組み
　　昨年の確定交渉において当局から次のとおり提案があり、17確定交渉では押し返しましたが、18確定交渉でも再度提案されることが予想されます。

（１）自治労県職労の見解
神奈川県における独自号給は、これまでの労使交渉の積み上げであり、当局提案はその経過を無視するものです。
国と県では、最高号給付近の在職率が異なり、神奈川県は最高号給在級者が多く存在します。
また、国は6級退職者が4割おり、5級が「通過級」となっているのに対し、神奈川県は5級のまま退職する職員が多数です。
このような実態を無視した改悪提案を認めるわけにはいきません。
（２）今後の取組み
　今期確定交渉に向けて、早期に全国調査を行い、職場討議を行いながら、生涯賃金を維持・向上させることを目標に、春闘期から交渉準備を進めます。
「タオル１本持って」参加しよう！

第89回かながわ

中央メーデー

日時：4月28日（土）10時

会場：みなとみらい臨港パーク

※今年も被災地カンパのために模擬店を開きます！

✿自宅に眠っているタオルを施設に寄付しよう！
✿メーデーに来られない方は、4/27までに自治労県職労事務所（県庁本庁舎地下）にタオルをお持ちください。未使用であればどのサイズでもＯＫ！

組合員さんに限らず、どなたでも！組合がメーデー会場に届けます。














































【当局提案】


○行政職フルタイム再任用職員の賃金格付けについて、次の理由で現行の5級を4級としたい。


・5級相当の仕事とは、本庁ではＧＬの次席、出先では班長等である。


・5級相当の仕事をしていない再任用職員がいる。（当局の責任ではあるが）


・今後フルタイムの希望者が増えると予想され、5級のポストを用意できない。


・国や他県は多くが3級であり、神奈川は高い。





当局提案】


○行政職（１）給料表４級、５級、６級、７級の県独自号給追加を廃止したい。


・国を上回る賃金制度は改めたい。


・総務省から直接是正（国並み）を指導された。





【当局提案】


柔軟な働き方として、早朝や夜間にイベントが開催されるなどの場合、時間外対応ではなく、前々日までに申し出て勤務時間の割振変更が行えるよう改善を図る。当事者の同意が前提。2018年4月から実施したい。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































